東部ブロック（北埼）の活動状況
北埼玉地区中学校長会は、行田市・加須市・羽生市の3市による19校の会員で組織されている。会員相互の連携・協力を図りながら各校の特色を活かした教育の実現に向け様々な事業を行っている。
各学校では、新たな学習指導のもと個別最適な学び、協働的な学びの実現のためにカリキュラムマネージメントを機能させながら、管理職がリーダーシップを発揮し、令和の日本型学校教育の推進のために尽力している。また、本地区では、「確かな学力の育成」に向けた各校の特色ある取組を研修会等の機会を利用して共有し、自校化を図りながら指導の改善・充実に努めているところである。 新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から活動は制限されたが、こうした状況だからこそ、他市の取組についての情報・意見交換等は極めて有益であった。
　
1　本年度の役員
[bookmark: _Hlk116987307]　○会　長　有山　博之（行田・長野中）
　○副会長　寺井進一郎（羽生・東中）
　○理　事　有山　博之（行田・長野中）
　　　〃　　安藤　秀一（行田・忍中）
　　　〃　　杉田　　勝（加須・昭和中）
　　　〃　　藤間　隆子（加須・西中）
　　　〃　　寺井進一郎（羽生・東中）
　○監　事　藤間　昌子（加須・北川辺中）
　　　〃　　加藤　裕一（行田・西中）
　○幹　事　堀越　　敦（行田・行田中）

２　本年度の主な事業
（1） 総会・全員協議会（中止･･･書面決議）
（2） 理事研究協議会
[bookmark: _Hlk120262518]４月１３日（水）パストラルかぞ
９月２２日（木）加須市立昭和中学校
２月１７日（金）加須市立昭和中学校
（3） 中高連絡協議会
１２月６日（火）県立不動岡高校
（4） 全員協議会
１１月３０日（水）ワークヒルズ羽生
（5） 東部地区学力検査の作成・実施・分析


３　主たる事業の内容
(1) 総会・全員協議
・前年度の事業･決算報告､監査報告､
承認
（2）理事研究協議会
　〈第1回〉
４月１３日（水）パストラルかぞ
・本年度の事業について等
　〈第２回〉
　 ９月２２日（木）加須市立昭和中学校
　 ・中高連絡協議会についての連絡・協議
・進路指導、東部地区学力検査について
　　・部活動地域移行について
・県中理事会の報告
　　・コロナ禍における学校行事等情報交換
　〈第３回〉
　　２月１７日（金）加須市立昭和中学校
　　・本年度の事業の反省
　　・予算執行状況の精査　
　　・次年度の組織、事業計画の立案
（3）中高連絡会
　北埼玉地区内及び近隣の高等学校との連携を密にして、中学校においては生き方指導としての進路指導・キャリア教育の実現、高等学校においては地域に根ざした学校づくりを目指して協議している。
　　・卒業予定者の進路状況及び進路希望調査　結果の説明と今後の課題について
　　・各高等学校の経営方針、特色、入学者選抜要項、高校卒業後の進路状況の説明
　　・入試制度の説明等並びに質疑応答
（4）東部地区学力検査
　埼葛地区と合同で「東部地区学力検査」として実施。実施にあたり、東部地区学力検査実施委員会を組織し、国語・社会・数学・理科・英語の教科ごとに教科担当責任者・問題作成委員を選出している。東部管内93校において年３回実施し、豊富なデータが継続的に蓄積され、進路情報を共有するよう努め、各校ではより一層、進路指導が充実してきている。　　　（文責　行田・長野中　有山 博之）　
